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グリスト，Facebook などを通して広く行い，発表は ZOOM および YouTube Live で公
開した．その結果，学内外より合計 50 名の出席があった（YouTube のリアルタイム視
聴者を含む）． 
質疑では，脳にはもっとたくさんの領域があるが，人のパートナーとなるサービスロ
ボットとして，どの領域を選んで実装するのか，本研究の結果より脳科学への提案があ
るか，サービスロボットにおいてエッジとクラウドの切り分けをどうしていくべきか，
FPGA を含む提案システムにおける性能評価の詳細，5 年後にこの分野がどうなってい
れば成功か，などをはじめとする質問が多数あったが，いずれも著者の明快な説明によ
り質問者の理解が得られた． 
以上により，論文審査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
